別記第１号－１（第５条第１項関係）
履　歴　書
	ふりがな
氏　　名
	
	性別
	

	生年月日
	　　　　年　　　　月　　　　日（満　　　歳）

	現住所
	〒　　　　　　　　　　℡　
　　　　　　
E-mail

	勤務先
	〒　　　　　　　　　　　
（住所）
（名称）


	学　　歴（高等学校卒業以降）

	年月
	事　項

	
	

	職　　歴（職名・地位等を明記）

	年月
	事　項

	
	

	学会及び社会における活動等（専攻・研究分野に関連した事項）

	年月
	事　項

	
	

	賞　　罰（ない場合は「なし」と記入）

	年月
	事　項

	
	

	職務の状況

	勤務先
	職名
	学部学科等（所属部局）の名称
	担当授業科目名
	毎週担当授業時間数
	備考

	
	
	
	
	専任
	兼担
	兼任
	計
	

	
	
	
	
	
	(　 )
	
	
	

	上記のとおり相違ありません。
　　　　　　年　　月　　日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　



履歴書（別記第１号－１）記入上の留意点
この様式は、学部及び研究科教員の採用等に関して使用する。
（１）履歴書は原則として本様式により記入・提出することとしますが、履歴書記載事項が多い場合や外国人教員で本様式によることが困難な場合は、本様式の履歴書の標題右部に「別紙のとおり」と記載し、様式に記入すべき事項について、別紙を作成し、本様式に添付して提出することができます。
（２）外国人教員は、項目名を含め、日本語又は英語で記入して提出することができます。
（３）「学歴」欄は、下記のとおりとしてください。
　①高等学校卒業以降の全ての学歴について記入してください。
　②「博士号」「修士号」等の学位は、「学歴」欄に記入してください。その際、取得した大学と専門分野も記入してください。
　③博士課程を出て、まだ博士号を取得していない方は、「博士課程単位取得満期退学」と記入してください。
　④大学の別科・専攻科については「学歴」欄に、研究生・聴講生等については「職歴」欄に記入してください。
　⑤外国留学については、学生としての留学の場合は「学歴」欄に、研究者としての留学の場合は「職歴」欄に記入してください。
　⑥医師等の資格についても、「学歴」欄に記入してください。この場合、登録番号も付記してください。
（４）「職歴」欄は、下記のとおりとしてください。
　①全ての職歴について記入し、職名、地位等についても明記してください。
　②過去における教員組織審査において教員の資格があると認められた方は、同欄に当該教員組織審査に係る大学名、審査の年月、職名及び担当授業科目名を記入してください。
　③各職歴について、始期と終期が明確となるように、「（　年　月　日まで）」あるいは「（現在に至る。）」と明記してください。
　④担当科目に直接関係ある職歴については、できるだけ具体的に記入してください。
（５）「学会及び社会における活動」欄は、専攻、研究分野に関連した事項についてのみ記入してください。なお、所属学会は正確に記入してください。
（６）「賞罰」欄は、賞罰のない場合「なし」と記入してください。
（７）「職務の状況」欄は、下記のとおりとしてください。
①大学の専任の教員が当該大学の２以上の学部の学科、短期大学の学科若しくは大学院の専攻にわたり授業を行う場合には、１の学科等に限り「専任」とし、その他は「兼担」と記入してください。当該専任大学以外の大学等の授業を担当している場合は、「兼任（＝非常勤）」となります。
②「毎週担当授業時間数」は、授業時間（時間）×回数で算出した時間数（例えば90分×15回なら「22.5」）を記入してください。
・他学科等の科目を担当する場合は「兼担」欄の（　）内に時間を記入
・共通科目を同時に複数学科等の学生が履修している場合は「専任」と「兼担」欄
の（　）内に時間を記入
別記第２号－１（第６条第１項関係）
	教　育　研　究　業　績　書
記入日；　　　　年　　月　　日
氏　名；　　　　　　　　　　　


	教育上の能力に関する事項
	年月日
	概要

	１　教育方法の実践例

	
	

	２　作成した教科書、教材

	
	

	３　教育上の能力に関する
大学等の評価

	
	

	４　実務家教員についての
特記事項

	
	

	５　その他

	
	

	職務上の実績に関する事項
	年月日
	概要

	１　資格、免許

	
	

	２　特許等

	
	

	３　実務家教員についての
特記事項

	
	

	４　その他

	
	


	著書・学術論文等の名称
	単著、共著の別
	発行又は発表の年月
	発行所、発表雑誌等又は発表学会等の名称
	概要

	（著書）
１
２
３
４
５

	
	
	
	

	（学術論文）
１
２
３
４
５

	
	
	
	

	（その他）
１
２
３
４
５

	
	
	
	


 教育研究業績書（別記第２号－１）記入上の留意点
　この様式は、学部及び研究科教員の採用等に関して使用する。
　この書類は、次の各項目における例示を参考に、担当授業科目等に関連する教育上の能力に関する事項、職務上の実績に関する事項及び主要な著書、学術論文等について作成してください。
　教育上の能力に関する事項及び職務上の実績に関する事項については、複数の実践例や実績がある場合、各欄に年月日順に記載してください。
（１）教育上の能力に関する事項の欄
　　①教育方法の実践例
　　　優れた教育方法の実践例、マルチメディア機器を活用した授業方法、学生の授業外における学習促進のための取り組み、講義内容のweb上での公開等
　　②作成した教科書、教材
　　　作成した教科書、教材、講義で教科書として使用している著書、教材等の概要（著書、学術論文との重複も可。その場合「再掲」と表示してください。）
　　③教育上の能力に関する大学等の評価
　　　・大学で自己点検・評価の一環として、教育面で高い評価を受けた事実
　　　・学外の評価機関が行った評価等
　　④実務家教員（病院や施設において看護や福祉の実習生に対する教育を担当していた者、企業内教育、社会教育講座の講師等の経験を有する者等）についての特記事項
　　　・大学から受けた実習生に対する指導歴（看護・福祉・企業実習等）
　　　・企業内教育、大学公開講座、社会教育講座の講師としての講義等の概要等
　　⑤その他
　　　・教育実績に対する受賞歴等
　　　・その他１から４に該当するもの以外の事項について幅広く記入してください。
（２）職務上の実績に関する事項の欄
　　①資格、免許
　　　担当する教育の内容に関連するものを記入してください。
　　②特許等
　　　担当する教育内容等に関連した事項について記入してください。
　　③実務家教員についての特記事項
　　　履歴書の職歴欄に記入した事項を中心に、担当する教育内容等に関連した事項について、下記事項を参考に記入してください。
　　　ア　従事した機関
　　　イ　職務の内容（どのような職務について、どのような役割を果たしたか）
　　　ウ　成果、結果
　　④　その他
　　　①から③に該当するもの以外の事項について幅広く記入してください。
（３）著書・学術論文等の名称の欄
　　　著書、学術論文（修士論文を含む。）及びその他の順に、それぞれ年月日順に番号を付して記入してください。
（４）単著、共著の別の欄
　　　１冊の本を数人で執筆した場合、当該部分は単著であっても共著と記入してください。
（５）発行所、発表雑誌等又は発表学会等の名称の欄
　　　発表学会誌等は、その名称だけでなく発行年次・巻・号まで記入してください。
（６）概要の欄
　　　教育上の能力に関する事項、職務上の実績に関する事項欄及び主要な著書、学術論文等の概要については、教育上の能力に関する事項の各欄、職務上の実績に関する事項及び著書、学術論文等ごとに200字程度で具体的に記入してください。
　　　なお、著書、学術論文等が共著の場合には、本人の担当部分及び頁（Ｐ○～Ｐ○）を明記し、当該部分の概要及び本人を含め著作者全員の氏名を当該著書、学術論文等に記載された順に記入してください。
　　　共著であって本人の担当部分を抽出することが困難な場合は、その理由を明記してください。（例：共同研究につき本人担当部分抽出不可能）
